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近
年
の
米
価
や
麦
価
の
低
落
は
、

土
地
利
用
型
農
業
経
営
を
行
っ
て

い
る
農
家
の
経
営
を
非
常
に
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
兼
業
農
家

に
は
、
農
業
意
欲
の
低
下
や
若
者

の
農
家
離
れ
な
ど
か
ら
、
耕
作
放

棄
地
の
増
大
な
ど
の
影
響
が
出
て

い
ま
す
。

　

永
年
、
米
作
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
た
農
業
を
安
定
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
経
費
の
か
か

ら
な
い
農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
・
農
業
委
員
会
お

よ
び
農
業
協
同
組
合
で
は
、
農
業

意
欲
の
あ
る
担
い
手
農
家
に
農
地

を
集
積
し
、
効
率
の
よ
い
農
業
を

行
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
18

年
度
か
ら
「
担
い
手
農
家
利
用
集

積
モ
デ
ル
圃
場
整
備
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
約
10
ア
ー
ル
区

画
の
田
を
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
く
「
農
用
地
利
用

権
設
定
契
約
」
に
よ
る
貸
し
借
り

や
交
換
な
ど
に
よ
っ
て
集
め
、
圃

場
の
畦
畔
を
取
り
除
き
、
30
ア
ー

ル
程
度
の
区
画
に
整
備
し
、
作
業

効
率
の
よ
い
農
業
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
対
象
区
域
の
農
地
で
、

農
地
を
貸
し
た
農
家
に
10
ア
ー
ル

３
，０
０
０
円（
３
年
間
）を
、ま
た
、

農
地
を
借
り
て
圃
場
を
大
き
く
し

た
農
家
に
10
ア
ー
ル
１
０
，０
０
０

円（
１
年
の
み
）の
補
助
金
を
交
付

し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
対
象
区
域
は
、

小
見
野
地
区
（
上
小
見
野
・
下
小

見
野
の
一
部
）
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
効
率
の
よ
い
農
業
経
営

が
行
え
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄

地
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
、
毎
年

耕
作
放
棄
地
の
現
地
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
８
月
上
旬
に
、

町
内
全
域
の
農
地
を
３
日
間
に
わ

た
り
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
と
は

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、「
以
前

耕
地
で
あ
っ
た
も
の
で
、
過
去
１

年
以
上
作
物
を
栽
培
せ
ず
、
し
か

も
こ
の
数
年
の
間
に
再
び
耕
作
す

る
考
え
の
な
い
土
地
」
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
が
与
え
る
影
響

①�

耕
作
放
棄
地
は
、
周
り
の
環
境

に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
度
耕
作
を
や
め
て
数
年
経
て

ば
、
農
地
の
原
形
を
失
う
ほ
ど

荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

②�

耕
作
放
棄
地
が
及
ぼ
す
周
辺
地

域
の
営
農
環
境
へ
の
悪
影
響
と

し
て
、
病
害
虫
・
鳥
獣
被
害
の

発
生
、
雑
草
の
繁
茂
、
用
排
水

施
設
の
管
理
へ
の
支
障
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
中
心
と
な
っ
て
農
業
を
担
う

経
営
者
へ
の
農
地
集
積
の
阻
害

要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

③�

地
域
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
悪

影
響
と
し
て
は
、
土
砂
や
ゴ
ミ

の
無
断
投
棄
、
火
災
発
生
の
原

因
と
な
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

遊
休
農
地
に
対
す
る
指
導
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
昨
年
12
月
15
日
に
施
行

さ
れ
、
遊
休
農
地
に
対
す
る
指
導

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

①�

す
べ
て
の
遊
休
農
地
が
指
導
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

②�

農
業
委
員
会
が
年
１
回
農
地
の

利
用
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

③�

遊
休
農
地
の
所
有
者
等
に
対
し

て
は
、
農
業
委
員
会
が
指
導
・

勧
告
等
を
行
い
ま
す
。
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農
地
の
利
用
集
積
に
ご
協
力
を
！

担い手農家利用集積モデル圃場整備事業フローチャート

農用地利用権設定契約
（５年以上）

借 地 料

担い手農家等
（借り手）

貸し手農家
（地主）

農 地 の 集 約
・１区画を約30アールに整備
・１団地が５ヘクタール以上
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農業委員会
ＪＡ埼玉中央
①賃借の仲介
②補助金の交付
③農用地利用権設定受付

・補助金の申請
・補助金の交付
   3,000円／10ａ
  ３年間

・補助金の申請
・補助金の交付
   10,000円／10ａ
  １年のみ

農業委員による
耕作放棄地の調査

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
ご
協
力
を
！

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
ご
協
力
を
！

農
地
の
利
用
集
積
に
ご
協
力
を
！

担
い
手
農
家
利
用
集
積
モ
デ
ル
圃
場
整
備
事
業



 
都
会
か
ら
の
農
家
体
験
と
私
の
農
業

　

９
月
に
入
り
町
内
の
水
田
は
黄

金
色
に
輝
き
始
め
、
素
晴
ら
し
い

景
観
に
な
り
ま
し
た
。
日
増
し
に

収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
、
我
が
家

に
は
、
都
会
か
ら
農
家
に
興
味
関

心
を
も
つ
息
子
の
友
達
が
、
農
家

体
験
に
来
て
い
ま
す
。
大
都
会
か

ら
離
れ
、
青
空
の
下
、
土
と
触
れ

合
い
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
鎌
を

持
ち
、
楽
し
ん
で
稲
刈
り
体
験
を

し
て
い
ま
す
。
都
会
の
若
者
た
ち

と
触
れ
合
い
、
農
業
を
楽
し
み
働

く
こ
と
に
よ
り
、
農
家
も
元
気
に

な
り
地
域
も
活
性
化
し
ま
す
。

　

昼
食
の
準
備
の
た
め
女
性
は
、

お
に
ぎ
り
、
手
打
ち
う
ど
ん
、
野

菜
や
山
菜
中
心
の
て
ん
ぷ
ら
を
作

っ
て
い
ま
す
。
若
者
は
「
郷
土
料

理
を
習
い
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
、
本
当
に
美
味
し

か
っ
た
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま

す
。
今
、
都
会
の
人
た
ち
は
、
農

家
体
験
を
望
み
、
安
心
安
全
な
食

料
や
田
舎
料
理
の
素
朴
な
味
わ
い

や
温
も
り
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
労
働
力
不
足
の
手
助
け

と
し
て
『
農
家
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
』
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
は

数
年
前
ま
で
、
兼
業
農
家
と
し
て
、

平
日
は
会
社
の
仕
事
、
週
末
は
農

作
業
に
従
事
し
、
地
域
農
業
を
支

え
て
き
ま
し
た
。

　

米
価
低
迷
に
よ
り
稲
作
環
境
は

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

省
力
・
低
コ
ス
ト
な
米
作
り
、
疎

植
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
50
株
植
え
（
坪
当
た
り
）、

今
年
は
42
株
植
え
に
挑
戦
、
慣
行

栽
培
と
変
わ
ら
な
い
収
量
品
質
が

確
保
で
き
れ
ば
、
37
株
植
え
の
疎

植
栽
培
に
変
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

更
に
農
薬
を
減
ら
し
、
有
機
質
肥

料
栽
培
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
で

き
る
米
作
り
を
目
指
し
、
地
域
に

密
着
し
た
農
業
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
前
嶋
委
員
）

こ
れ
か
ら
の
農
業

　

食
品
が
輸
入
さ
れ
な
い
と
国
内

消
費
量
に
対
し
て
食
糧
不
足
に
な

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
田

や
畑
が
荒
地
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
産
地
・
賞
味
期
限
の
偽
装

が
行
わ
れ
る
の
に
は
、
輸
入
食
品

の
価
格
と
国
産
品
と
の
価
格
差
が

大
き
い
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

40
％
を
切
っ
た
食
糧
自
給
率
を
１

％
で
も
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
遊

ん
で
い
る
田
畑
を
有
効
活
用
し
て

野
菜
な
ど
を
作
り
、
安
全
安
心
な

食
生
活
に
戻
す
よ
う
努
力
し
ま
し

ょ
う
。

　

減
反
を
回
避
す
れ
ば
荒
地
は
減

少
し
ま
す
が
、
米
価
格
の
低
下
に

よ
り
農
家
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
子
ど
も
の
未
婚
化
傾
向
や
、
早

朝
か
ら
深
夜
ま
で
の
農
作
業
と
汚

れ
な
ど
も
農
業
離
れ
の
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
機
械
の
大
型
化
に

よ
り
、
こ
の
問
題
は
防
げ
て
も
機

械
代
金
の
支
払
い
が
残
り
ま
す
。

山
間
地
と
違
い
、
川
島
町
は
幸
い

に
も
平
地
で
あ
る
の
で
息
子
や
孫

が
喜
ん
で
引
き
継
い
で
く
れ
る
対

策
を
早
急
に
お
互
い
に
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

荒
地
を
一
時
開
墾
し
て
も
そ
こ

に
継
続
し
て
作
付
け
し
な
け
れ
ば

ま
た
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
継
続

し
て
作
付
け
す
る
作
物
と
販
売
価

格
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
直
売
所
が
人
気
で
価
格

は
個
人
で
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
生

産
品
の
す
べ
て
が
こ
こ
で
は
販
売

し
き
れ
ま
せ
ん
。
市
場
60
％
、
直

売
所
30
％
、
本
人
直
売
10
％
程
度

で
す
。
同
じ
作
物
を
出
荷
す
る
場

合
、
出
荷
時
期
を
変
え
な
け
れ
ば

品
物
の
あ
る
と
き
と
な
い
と
き
が

あ
り
、
ま
た
、
価
格
競
争
に
よ
り
、

お
互
い
に
低
価
格
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
作
物

と
な
る
た
め
に
、
安
全
安
心
な
品

物
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
鈴
木
委
員
）

　

昨
年
、
農
地
法
等
が
改
正
さ
れ
、

相
続
等
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た

場
合
は
、
そ
の
農
地
が
所
在
す
る

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

　

相
続
を
知
っ
た
日
か
ら
10
か
月

以
内
に
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

添
付
書
類
な
ど
は
、
特
に
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
続
し
た
農
地

が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
、
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
続
で
の
農
地
の
取
得
は
、
相

続
権
の
あ
る
人
な
ら
可
能
で
す
の

で
、
農
家
で
な
い
人
や
地
元
に
住

ん
で
い
な
い
人
も
農
地
を
所
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
続
に
よ
る
農
地
の
所
有
者
の

変
更
を
農
業
委
員
会
が
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
で
管
理
で
き

な
い
農
地
に
つ
い
て
、
農
地
の
管

理
の
相
談
や
、
地
元
で
借
り
手
を

探
す
な
ど
、
大
切
な
農
地
を
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
は
、
相
続
の

と
き
だ
け
で
な
く
、
時
効
取
得
や

法
人
の
合
併
・
分
割
に
よ
り
農
地

を
取
得
し
た
場
合
も
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽

の
届
出
を
し
た
り
す
る
と
、
10
万

円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

届
出
の
用
紙
な
ど
は
、
農
業
委

員
会
窓
口
な
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農
地
を
相
続
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
！

届
　
出

目
　
的



農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し

て
い
た
だ
く
申
請
書
を
基
に
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
て
い
ま

す
。
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
・

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
行
政
区
の

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
11
月
末
ご

ろ
に
お
配
り
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
毎
年
調
製
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
耕
作
面
積
や

耕
作
従
事
日
数
な
ど
を
記
入
の
う

え
、
行
政
区
の
区
長
さ
ん
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、

封
書
で
の
配
布
・
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
所
有

し
、
耕
作
し
て
い
る
世
帯
で
申

請
書
が
配
布
さ
れ
な
い
世
帯
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
資

格

条

件

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
、

川
島
町
に
住
所
を
有
し
、
平
成
23

年
３
月
31
日
現
在
で
年
齢
満
20
歳

以
上
に
な
る
か
た
（
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

か
た
。

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
ん
で
い
る
か

た
。

②
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
か
た
。

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産

法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は

株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
す
る
か
た
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

１
月
１
日
現
在
で
申
請
の
あ

っ
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
及
び
異
議
の
申
出

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
間　

２
月
23
日
か
ら
３
月

９
日
ま
で

場
所　

川
島
町
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

　

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
ＴＥＬ
２
９
９
─

１
７
５

３
）
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
（
ＴＥＬ
２
９
９
─

１
７
６
０
）

ま
で
。

※
９
月
か
ら
電
話
番
号
が
直
通

電
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
地
を
貸
し
借
り
す
る
場
合
は
、

農
用
地
利
用
集
積
事
業
に
よ
る
利

用
権
の
設
定
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
10
月
末
、
４
月
末
ま
で
の

年
２
回
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

あ
な
た
の
耕
作
契
約
は
、
期
限

切
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ぜ
ひ
再
設
定
の
手
続
を
！

　

農
地
を
埋
め
立
て
て
畑
な
ど
に

す
る
場
合
に
は
、
農
地
改
良
の
届

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
川
島
町

埋
立
規
制
条
例
に
基
づ
く
事
前
協

議
許
可
が
必
要
で
す
。
な
お
、
１
，

０
０
０
㎡
以
上
の
農
地
改
良
は
県

許
可
と
な
り
ま
す
。

※�

毎
年
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の

間
は
、
農
地
改
良
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
「
売
買
し

た
い
か
た
」、「
贈
与
し
た
い
か
た
」

ま
た
、「
未
登
記
の
整
理
を
し
て
い

な
い
か
た
」
等
は
農
地
法
第
３
条

の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

相
続
（
所
有
者
の
死
亡
）
に
よ

る
登
記
の
場
合
、
農
業
委
員
会

の
許
可
は
要
り
ま
せ
ん
（
届
出

の
み
）。

　

自
己
用
の
転
用
（
農
家
住
宅
・

倉
庫
等
）
の
場
合
、
農
地
法
第
４

条
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
転
用
を
目
的
と
し
た
売

買
・
賃
借
（
一
般
住
宅
・
資
材
置

場
等
）
の
場
合
、
農
地
法
第
５
条

の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

市
街
化
区
域
内
の
転
用
は
、
農

業
委
員
会
の
許
可
は
要
り
ま
せ

ん
（
届
出
の
み
）。
な
お
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
農
業
委
員
に

な
り
１
年
４
か
月
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
農
地
法
の
勉
強
会
や

研
修
、
そ
し
て
農
地
の
集
積
、

遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
の

調
査
な
ど
を
行
い
、
的
確
な
農

地
の
把
握
に
努
め
、
委
員
会
と

し
て
、
町
の
農
業
経
営
の
基
本

的
な
構
想
に
役
立
ち
、
安
全
で

安
心
な
自
給
の
向
上
に
つ
な
が

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
号
の
発
行
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
委

員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も

よ
り
良
い
『
農
業
委
員
会
だ
よ

り
』
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
鹿
山
委
員
）

編
集
委
員
長�

鹿
山
柳
治

編
集
副
委
員
長�

前
嶋
勇
男

編
集
委
員�

安
田
昌
生

�

猪
鼻
文
明

�

大
澤
伊
吉

�

木
村
一
男

相
談
役�

横
川
二
三
男

�

石
黒
安
太
郎
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編
集
後
記

　
編
集
後
記

次
の
申
請
は

毎
月
10
日
が
締
切
日
で
す

農
業
委
員
会
事
務
局
受
付
窓
口
の
ご
案
内

利
用
集
積

　
（
農
地
の
賃
借
）

農
地
法
第
３
条　

　
（
農
地
の
売
買
）

農
地
改
良
届

　
（
農
地
の
埋
立
て
）

農
地
法
第
４
条
、５
条

　
（
農
地
の
転
用
）


